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観

測
名古屋

沖
　
縄

◆
「
海
賊
対
策
」、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
配
備
反
対
で
取
り
組
み

　

イ
ラ
ク
で
の
航
空
自
衛
隊
の
活
動
が
憲
法
９
条
１
項
に
違
反
す
る
と

い
う
内
容
を
含
ん
だ
判
決
が
出
さ
れ
て
か
ら
ま
も
な
く
一
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
政
府
は
こ
の
判
決
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、

改
憲
を
含
め
た
戦
争
が
で
き
る
国
へ
と
進
む
こ
と
を
捨
て
た
わ
け
で
は

な
く
、
こ
の
判
決
の
実
際
の
活
用
は
今
後
の
我
々
の
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
重
々
承
知
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
、
ソ
マ
リ
ア
沖
派
兵
や
「
海
賊
対
処
法
案
」、

そ
れ
に
、
朝
鮮
民
主
主
義
共
和
国
（
以
下
北
朝
鮮
）
の
人
工
衛
星
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
口
実

に
発
動
さ
れ
た
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
「
破
壊
措
置
命
令
」
と
い
う
二
つ
の
事
態
は
、

戦
争
を
す
る
国
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
北
朝
鮮
の

「
ミ
サ
イ
ル
発
射
」
を
最
大
限
利
用
し
て
脅
威
を
煽
り
、
戦
後
初
の
「
敵
」
を
想
定
し
た
実

戦
配
備
を
敷
い
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
事
態
を
検
証
す
る
こ
と
な
く
一
方
的
な
報
道
に
終
始
し
、

危
機
煽
り
に
加
担
し
た
。
実
際
に
は
、
不
測
の
事
態
な
ど
到
底
考
え
ら
れ
な
い
愛
知
県
さ

え
も
危
機
管
理
体
制
を
敷
き
稼
動
し
た
。

　
「
海
賊
対
処
法
案
」
も
武
器
使
用
の
緩
和
や
、
派
遣
期
間
や
地
域
を
限
定
し
な
い
な
ど
、

海
賊
版
派
兵
恒
久
法
と
い
え
る
。「
海
賊
」
を
「
テ
ロ
」
に
変
え
て
も
国
に
準
ず
る
も
の
で

は
な
い
か
ら「
国
際
紛
争
」に
当
た
ら
な
い
か
ら
武
力
行
使
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
、

政
府
の
恐
ろ
し
い
屁
理
屈
だ
。

　

ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
つ
い
て
は
、
二
月
七
日
、
立
命
館
大
学
の
藤
岡
惇
さ
ん
を
招
い
て
、

浜
松
の
Ｎ
Ｏ
！
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
会
、
三
重
の
戦
争
を
し
な
い
・
戦
争
協
力
も
し
な
い
三
重

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
岐
阜
の
各
務
原
基
地
へ
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
の
配
備
の
中
止
を
求
め
る
会
と
私

た
ち
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
四
団
体
で
、「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
異
議

あ
り
東
海
交
流
会
」
を
結
成
。
岐
阜
基
地
へ
は
二
月
二
六
日
未
明
、
周
辺
住
民
に
は
何
の

通
知
も
な
く
、
戒
厳
体
制
の
中
搬
入
作
業
が
行
わ
れ
、
翌
二
七
日
、
岐
阜
基
地
へ
抗
議
文

を
提
出
し
た
。
浜
松
基
地
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
が
秋
田
・
岩
手
県
へ
と
移
動
さ
れ
た
三
月
二
九
日
、

Ｎ
Ｏ
！
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
会
の
呼
び
か
け
で
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
、
岐
阜
・
愛
知
の
仲
間
も

参
加
し
た
。
一
方
の
、
ソ
マ
リ
ア
派
兵
の
問
題
は
、
三
月
二
〇
日
、
中
谷
弁
護

士
を
講
師
に
、
法
案
の
問
題
点
な
ど
の
学
習
会
を
持
ち
、
四
月
四
日
に
は
、
集

会
と
デ
モ
を
行
っ
た
。
間
も
な
く
国
会
で
の
審
議
が
始
ま
る
が
、
ま
だ
ま
だ
問

題
の
重
要
性
を
訴
え
き
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
今
後
も
で
き
る
限
り
訴
え
て
い

き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
み
は
ぎ
／
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

◆
嘉
手
納
基
地
で
演
習
激
化
、
石
垣
港
へ
の
米
軍
艦
入
港

　
　
　

う
り
ず
ん
の
季
節
到
来
を
告
げ
る
デ
イ
ゴ
の
開
花
が
伝
え
ら
れ
た
。
う

り
ず
ん
は
辞
典
に
よ
る
と
旧
暦
二
〜
三
月
に
か
け
て
麦
の
穂
の
出
る
頃
と

あ
る
。

　

一
月
の
南
部
・
糸
満
で
の
爆
発
・
負
傷
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
不
発
弾
が
日
常
的
に
発
見

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
グ
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
戦
後
六
四
年
目
、
読
谷
村
の
海
岸
で
は
旅

行
中
の
学
生
が
藻
に
覆
わ
れ
た
米
国
製
手
榴
弾
を
拾
っ
て
持
ち
歩
き
、
Ｃ
・
シ
ュ
ワ
ブ
内
で

は
不
発
弾
処
理
の
準
備
中
に
爆
発
、
一
人
の
海
兵
隊
員
が
亡
く
な
っ
た
。

　

嘉
手
納
基
地
飛
行
場
に
〝
勝
手
に
配
備
〟
の
Ｆ
22
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
が
Ｆ
15
を
始
め
外
来

機
の
Ｆ
16
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
（
横
須
賀
を
〝
勝
手
に
母
港
化
〟
し
た
原
子
力
空
母
）

艦
載
機
の
Ｆ
18
と
各
々
共
同
訓
練
を
展
開
。
お
揃
い
の
Ｆ
15
に
切
り
替
え
た
空
自
機
も
那
覇

基
地
か
ら
小
松
基
地
か
ら
や
っ
て
き
て
仲
間
入
り
す
る
な
ど
町
民
の
ス
ト
レ
ス
は
溜
ま
る
一

方
。

　

陸
自
第
一
混
成
団
は
、〝
警
察
で
は
対
処
で
き
な
い
事
態
〟
に
備
え
て
県
警
と
実
働
訓
練

を
実
施
。
ヘ
リ
に
よ
る
輸
送
な
ど
一
部
を
除
い
て
調
整
所
設
置
や
化
学
対
処
、
検
問
な
ど
は

非
公
開
に
。
団
長
は
「
治
安
維
持
と
い
う
共
通
目
的
の
為
に
練
度
向
上
を
図
る
場
」
と
言
う

が
警
察
の
後
方
支
援
を
す
る
判
断
も
不
明
で
、
な
し
崩
し
出
動
の
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
テ
ロ

対
策
を
理
由
に
装
備
の
強
化
を
進
め
る
警
察
が
国
際
法
違
反
の
軍
事
行
為
に
出
な
い
か
の
問

題
点
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

米
海
兵
隊
が
〇
七
年
与
那
国
島
祖
納
港
に
続
い
て
四
月
三
日
、
石
垣
島
石
垣
港
へ
掃
海
艦

二
隻
を
強
引
に
入
港
さ
せ
た
。
大
浜
石
垣
市
長
は
、
市
民
の
安
全
・
港
の
過
密
さ
・
軍
艦
が

入
る
こ
と
を
想
定
し
な
い
民
間
港
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
意
せ
ず
、
オ
バ
マ
大
統
領
に
も
手
紙

で
理
解
を
求
め
た
の
だ
け
れ
ど
…
…
。
外
務
省
の
北
米
局
長
は
、
日
程
を
変
え
た
か
ら
障
害

は
無
い
は
ず
と
米
軍
の
肩
を
持
ち
、
地
位
協
定
室
長
は
、
現
下
の
安
全
保
障
環
境
を
鑑
み
て

理
解
を
、
と
脅
し
た
。
市
長
は
港
の
船
舶
の
目
視
結
果
を
示
し
、「
バ
ー
ス
が
空
い
て
い
る

か
ら
入
れ
る
と
い
う
の
は
見
当
違
い
」
と
き
っ
ち
り
反
論
、
地
位
協
定
五
条
に
つ
い
て
「
港

湾
管
理
者
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
入
れ
る
の
で
あ
り
、
自
由
に
利
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
。
シ
タ
イ
!!

（
野
口
裕
子
／
沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）




